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国
道
２
８
９
号
は
、
昭
和
45
年

に
国
道
と
し
て
認
定
さ
れ
、
新
潟

県
新
潟
市
を
起
点
と
し
て
福
島
県

い
わ
き
市
に
至
る
総
延
長
３
０

４
・
４
キ
ロ
の
道
路
で
す
。
こ
の

う
ち
新
潟
県
三
条
市（
旧
下
田
村
）

か
ら
只
見
町
に
至
る
県
境
部
分
が

い
わ
ゆ
る
「
八
十
里
越
」
と
呼
ば

れ
、
現
在
工
事
中
の
た
め
不
通
区

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
早
期
開
通

を
願
う
声
が
多
い
こ
の
区
間
は
、

完
成
ま
で
「
あ
と
10
年
」
と
言
わ

れ
続
け
て
既
に
40
年
以
上
が
経
過

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
三
条
市
内
に

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
た

県
央
基
幹
病
院
が
２
０
２
３
年
度

に
開
院
す
る
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
福
島
県
と
新
潟
県
で
は
、
こ

の
不
通
区
間
に
つ
い
て
同
時
期
の

開
通
を
目
指
す
と
一
部
で
報
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
現
在
の
国

道
２
８
９
号
八
十
里
越
の
工
事
区

間
の
状
況
と
、
早
期
開
通
を
願
う

町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

― 

国
道
２
８
９
号

八
十
里
越
の
工
事 

―

①
工
事
区
間

　

国
道
２
８
９
号
八
十
里
越
の
工

事
区
間
は
、「
表
１
」
の
と
お
り

三
条
市
塩
野
渕
字
御
所
か
ら
只
見

町
大
字
叶
津
字
入
叶
津
に
至
る
総

延
長
20
・
８
キ
ロ
で
、
国
土
交
通

省
と
福
島
県
、
新
潟
県
が
そ
れ
ぞ

れ
工
事
を
施
工
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
区
間
内
に
は
ト
ン
ネ
ル
14

本
、
橋
梁
16
本
が
計
画
さ
れ
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

区
間
は
豪
雪
地
帯
の
た
め
、
工
事

は
積
雪
の
な
い
半
年
間
の
み
に
限

ら
れ
段
階
的
に
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、平
成
23
年
７
月
の
新
潟
・

福
島
豪
雨
で
は
、
第
７
橋
梁
の
橋

脚
が
流
さ
れ
る
な
ど
工
事
は
難
航

し
て
い
ま
す
。

②
工
事
の
進
捗

　

７
月
31
日
、「
国
道（
２
８
９
号
）

八
十
里
越
地
点
開
発
促
進
期
成
同

盟
会
」
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
国

土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局
長
岡

国
道
事
務
所
や
福
島
・
新
潟
両
県

の
担
当
者
よ
り
、
次
の
と
お
り
国

道
２
８
９
号
八
十
里
越
区
間
の
事

業
概
要
の
説
明
と
、
工
事
の
進
捗

率
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

●
国
土
交
通
省
の
施
工
区
間
︵
権

限
代
行
区
間
︶
約
11
・
８
キ
ロ

　

工
事
進
捗
率
は
３
月
末
現
在

で
約
79
％
で
あ
り
、
日
本
国
内

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
高
さ
を

誇
る
80
ｍ
超
の
橋
脚
を
備
え
る

第
５
橋
梁
（
新
潟
県
側
）
に
着

手
し
て
い
る
。

●
福
島
県
の
施
工
区
間

　
約
７
・
８
キ
ロ

　

平
成
29
年
度
末
ま
で
に
ス

ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
工
、
橋
梁
工
、

環
境
調
査
な
ど
を
行
い
、
工
事

進
捗
率
87
％
を
目
指
す
。

国
道
２
８
９
号
「
八
十
里
越
」
の
整
備
完
了
２
０
２
３
年
度
を
目
標

早
期
開
通
を
期
待
す
る
只
見
町
の
取
り
組
み
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▲叶津地区で沿道から大きな声援を受ける生徒▲ゴールの新潟県庁に到着した生徒

▲（写真／ヤマサ商店）多くの方々
　　から応援をいただきました

▲八十里越工事区間で説明を受ける只見小学生 ▲八十里越通り抜けツアー

る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
の
新
規
事

業
と
し
て
、
三
条
市
が
誇
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
「
三
条
マ
ル
シ
ェ
」
と

只
見
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
水

の
郷
う
ま
い
も
ん
ま
つ
り
」
を

繋
ぎ
八
十
里
越
区
間
を
行
き
来
す

る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
地
域
間
交
流
の
促

進
を
図
り
、
八
十
里
越
区
間
の
現

状
と
開
通
後
の
効
果
や
利
便
性
を

利
用
者
に
体
感
し
て
い
た
だ
こ
う

と
い
う
試
み
で
初
め
て
企
画
さ

れ
、
実
施
日
は
10
月
１
日
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

― 

開
通
後
の
未
来 

―

　

こ
の
よ
う
に
国
道
２
８
９
号
八

十
里
越
工
事
区
間
は
、
開
通
目
標

も
示
さ
れ
開
通
ま
で
の
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
只
見
町
や
三
条
市
で
は

活
発
な
交
流
事
業
が
年
々
多
く
開

催
さ
れ
る
な
ど
、
早
期
開
通
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
通
後
は
、
只
見
町
・
三
条
市

間
は
約
１
時
間
20
分
で
結
ば
れ
る

こ
と
と
な
り
、
三
条
市
も
会
津
若

松
市
と
同
様
に
日
常
生
活
圏
と
し

て
、
利
便
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
開
通
に
よ
っ
て
只
見

町
の
救
急
医
療
体
制
の
充
実
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
重
篤

な
患
者
の
救
急
搬
送
先
は
会
津
若

松
市
内
の
病
院
が
中
心
で
、
１
時

間
30
分
程
度
を
要
し
て
い
ま
す
。

八
十
里
越
を
通
り
抜
け
三
条
市
の

県
央
基
幹
病
院
に
搬
送
す
る
場
合

は
、
約
50
分
で
到
着
す
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
別
名
「
命
の
道
」

と
も
呼
ば
れ
、
開
通
後
の
救
命
救

急
体
制
の
向
上
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
只
見
町
の
㈱
会
津
工
場

と
三
条
市
内
の
企
業
で
は
、
既
に

企
業
間
連
携
を
行
っ
て
お
り
、
開

通
後
は
更
な
る
連
携
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

観
光
面
で
も
、
新
潟
空
港
や
上

越
新
幹
線
燕
三
条
駅
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
容
易
と
な
り
、
新
し
い
人
の

流
れ
や
観
光
資
源
の
活
用
な
ど
に

よ
り
、
交
流
人
口
の
拡
大
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
只
見
町
や
三
条
市
で
は

更
な
る
連
携
を
深
め
、
開
通
後
に

向
け
た
取
り
組
み
を
計
画
し
、
両

市
町
の
連
携
を
更
に
強
化
し
な
が

ら
推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。


